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  2018年１月期第３四半期の概況 
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  サマリー 

－VARが増加し、端末（ターミナル）の受注は順調に推移。 

－第２四半期と第４四半期に端末納品が偏る傾向があり、 
  第２四半期で既存VARへの端末納品が一服したため、 
  売上高は映像配信分野を中心に予想通りに推移。 

   第３四半期累計期間の売上高は前年同期比で増収 

－売上構成の変化と上場関連費用の増加により減益。 

   第３四半期累計期間の利益は前年同期比で減益 

－ウェアラブルデバイスの海外及び国内での展開が進展。 

   海外及び作業支援分野において売上計上 
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第３四半期決算概要 １ 



  2018年１月期第３四半期決算概要 
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  決算概要 

売上は前年同期で上回りましたが、利益は前年同期を下回って着地をいたしました。受注残

高は当初予想通りに順調に推移しているため、業績予想に変更はありません。 

2017/１期 
３Q累計実績 

売上高 

売上原価 

売上総利益 
（粗利率（％）） 

金額単位：
百万円 

販管費 

営業利益 
(営業利益率（％）) 

経常利益 

四半期純利益 

705 

397 

307 
（43.6） 

210 

 96 
（13.7） 

103 

 73 

2018/１期 
３Q累計実績 

715 

417 

298 
（41.7） 

211 

   87 
(12.2) 

  79 

 51 

2018/１期 
通期累計計画 

1,252 

－ 

－ 

－ 

 256 
（20.5） 

 243 

 166 

前年差 
対通期 
進捗率 

＋10 

＋19 

 △9 
（△1.9） 

  ＋0 

  △9 
(△1.5) 

 △23 

△21 

57％ 

－ 

－ 

 － 

34％ 

31％ 

33％ 



  2018年１月期第３四半期決算 ～サービス別売上高～ 
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  決算概要 

IoTソリューションサービスは、既存VARへの端末納品が一服し、さらに開発期間を要する

端末への受注が増加したため、第３四半期では売上を伸ばすことができませんでした。 

2017/１期 
3Q累計実績 

売上高 

ＩｏＴソリューション 

金額単位：
百万円 

705 

463 

404 

2018/１期 
3Q累計実績 

715 

521 

462 

2018/１期 
通期累計計画 

1,252 

1,006 

853 

前年差 

＋10 

 ＋58 

 ＋58 映像配信分野 

販売支援分野 

作業支援分野 

ＩＴ業務支援 241 193 245 △47 

  59   48   93 △11 

-    9   60   ＋9 

・第３四半期において、海外で13百万円の売上高が発生し、また、ウェアラブルデバイスの本格導入 
 に向けた開発の完了等があり、作業支援分野で売上が８百万円発生いたしました。 

・映像配信分野を中心に第３四半期では端末に対する受注を伸ばしております。 



  2018年１月期第３四半期決算 ～費用内訳～ 
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  決算概要 

第３四半期連結累計期間において、販管費は前年度と同水準となりましたが、製品売上原価

はIoTソリューションサービスの売上構成比が上昇したため増加しております。 

2017/１期 
3Q累計実績 

売上原価 

 製品売上原価 

金額単位：
百万円 

397 

156 

241 

2018/１期 
3Q累計実績 

417 

205 

212 

前年差 

＋19 

 ＋48 

 △29 

販管費 210 211  ＋0 

 製造原価（※） 

・端末納品は第２四半期で一服したため、第３四半期の製品売上原価の増額幅は第２四半期よりも減 
 少いたしました。 

(※) 製造原価には、主に労務費、経費、ソフトウェア開発に伴う他勘定振替高が含まれております。 

・第３四半期において、東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、営業外費用で上場関連費用 
 が増加しております。 



  2018年１月期第３四半期決算 ～貸借対照表～ 
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  決算概要 

第３四半期において、東京証券取引所マザーズ市場への上場に伴う新株発行等により、純資

産が前事業年度末から723百万円増加しております。 

2017/１期 
期末実績 

流動資産 

 現金及び預金 

金額単位：
百万円 

621 
316 

2018/１期 
10月末実績 

増減額 

＋586 

固定資産   81  ＋2 

(※) 当連結会計年度より、連結財務諸表を作成しております。 

 売掛金 

 その他 

資産合計 702 ＋589 

流動負債 163 △134 

純資産 538 
 資本金 

 その他 

203 

100 

110 

428 

1,207 
1,021 

  84 

1,291 

  29 

1,262 

   63 

 122 

434 

828 

  ＋705 

  △140 

  ＋22 

＋723 
＋323 

  ＋399 
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トピックス 2 



  ウェアラブルデバイスの展開 
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シンガポールの展示会にウェアラブルデバイスを出展し、海外での認知度向上を図っており

ます。また、物流業者向けに本格導入に向けての動きが進捗しております。 

  トピックス 

2017年10月よりシンガポールで開
催される展示会や見本市にウェアラ
ブルデバイスを出展し、海外におけ
る認知度向上を図っております。 

ハンディーターミナルによる作業から
軽量のウェアラブルデバイスを利用し
た作業に移行するため、アプリケー
ションソフトの開発を完了しました。 

バーコード情報から製品情報 
及び製品の仕分け業務に関する 
ナビゲーションを表示 



11 Copyright © 株式会社トランザス All Rights Reserved. 

参考資料 ３ 
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  事業概要 

株式会社トランザス 会社名 

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号 
横浜ランドマークタワー17F 

本社 

1995年１月26日 設立 

１月 決算期 

藤吉 英彦 代表者名 

ターミナルソリューション事業 

① IoTソリューションサービス 
  自社開発ハードウェアとシステムの提供 

② ＩＴ業務支援サービス 
  業務システム及び関連機器の開発・導入・保守 

事業内容 

45名（2017年10月末現在） 従業員数 

TRANZAS Asia Pacific Pte . Ltd.（シンガポール販売子会社） グループ会社 

  事業概要   会社概要 



  事業内容 
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  事業概要 

コンシューマ市場ではスマートフォン・PC・サーバがターミナルに該当 

ＰＣ等に置換わる単機能に特化した 
ターミナルをＢｔｏＢ市場に提供 

映像配信分野 作業支援分野 販売支援分野 

設計 

開発 

委託製造 

ターミナルを活用する企業のニーズ 
に応じたシステム構築・保守を実施 

IoTソリューション 

サービス 

当社はＢｔｏＢ市場に特化して提供 

インターネットと人を繋ぐ最後の終端となる端末（ターミナル）の開発製造とそれらを活用

したシステム等をＢｔｏＢ市場に提供しております。 

ＩＴ業務支援 

サービス 



  事業戦略（ＶＡＲ（Value Added Reseller：付加価値再販パートナー）戦略） 
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  事業概要 

多様な業種を営むＶＡＲが当社ターミナルに独自の価値を付与して、それぞれの市場で販売

を行っております。 

カメラ映像のレコーディングターミナルとして VOD端末として 

教育用・会議用ターミナルとして POSシステムのオーダー端末として 

様々なマーケットに、大手VARが当社ターミナルを横展開しております。 
その販売チャネルは、徐々に拡大しております。 



  強み【垂直統合型ビジネス】 
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  事業概要 

当社では製品の開発から販売まで一気通貫で行っており、垂直統合型のビジネスモデルを構

築しております。 

利用者向けカスタマイズ ミドルウエア開発会社 

商社 システムインテグレーター 

利益 利益 利益 

小ロット生産の場合の一般的な開発・流通体制 

通常メーカーは水平分業するため、上図のような流通となります。 

社内 

利益 利益 

製品提供 社内ＱＣ 
（品質管理） 

ODMメーカー 

製造は委託しておりますが、複数の企業で一般的には協業するプロジェクトも、海外の製造メーカーを取り纏め1社での提供を行っております。 

サプライチェーンにおける利益分散を徹底的に抑え、垂直統合型の体制を整えたことが、 
価格競争力に繋がり、独自の強み・市場を形成することを可能としております。 

Value Added Reseller(VAR) 

委託製造 

当社における開発・販売体制 

利益 
社内 

利益 



  強み【知的財産の蓄積】 
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  事業概要 

プロジェクト毎の製品開発においてもスケールメリットを出すために、知的財産の蓄積機構

を構築しております。 

コモディティ製品・ 

プロジェクト製品設計 

ハードウェア開発 

プロジェクト完結型 
ソフトウェア 

製品の販売台数が少ないと、ソフト
ウェア償却が高額になるため、大量
生産もしくはコモディティとしての
生産以外では利益が出ず、小ロット
生産では赤字に至ることもありま
す。 

当社製品設計 

ハードウェア開発 

あらゆるプロジェクトに
今後も利用できるよう
に、ソフトウェアは機能
毎にモジュール化を行っ
ております。 

IOTゲートウェイ 

として販売 

サイネージPlayer 

として販売 
IP放送端末 

として販売 

複数プロジェクトに横展開できる構成をとって
いるため、小ロット生産であっても高利益を確
保します。 
一度の開発が横への広い展開につながるため、
VARがそれを他マーケットへ広げ、マーケット
がさらに拡大していきます。 

外部委託を行うため、単
一プロジェクト特化型 
になってしまう。 



 
・ 本資料には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標等が記載されております。これら
の将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当
該仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実際の業績が本資料の記載
と著しく異なる可能性があります。 

  
・ 別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に認められている会
計原則に従って表示されております。 

  
・ 当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につ
き、開示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。 

  
・ 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しております。 
  
・ 本資料のいかなる部分も一切の権利は当社に属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いか
なる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。 
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  本資料の取扱いについて 


